
ヨハネ福音書で、なぜ著者ヨハネは、自分のことを「主が愛さ
れた弟子」と呼ぶのですか？

 

ヨハネ福音書で著者が自分自身を「主が愛された弟子」と呼ぶ理由については、複数の解釈や説明があります。
ここでいくつかの考えられる理由を挙げてみましょう。

1. 謙虚さ: 伝統的に、この表現は謙虚さの表れと見なされています。ヨハネは自分の名前を直接使うことを避
け、自分の身分を控えめに表現する方法として「主が愛された弟子」というフレーズを用いました。

2. 特別な関係: ヨハネがイエスと共有していた特別な関係を強調するためとも考えられます。新約聖書の中
で、ヨハネはイエスに非常に近い弟子の一人として描かれており、最後の晩餐の際にはイエスの隣に座っ
ている等、イエスとの密接な関係が示されています。

3. 証人としての権威: 「主が愛された弟子」という表現は、ヨハネの証言に特別な権威を与えるものとして解
釈されることがあります。この弟子はイエスに愛され、信頼されていたため、彼の証言は真実であり信頼に
値するものとされます。

4. 神秘主義的解釈: 一部の学者や神秘主義者は、この表現をより象徴的または霊的な意味で解釈します。この
観点からは、「主が愛された弟子」は、イエスとの深い霊的結びつきを持つすべての信者を代表するか、
あるいはイエスとの親密な関係を目指す信者の理想的な姿を示していると考えられます。

それぞれの解釈は、新約聖書の文脈やヨハネ福音書の特徴に基づいています。しかし、この表現が用いられる具
体的な理由については、学者や解釈者によって見解が異なる場合があります。このように、複数の解釈が可能で
あり、どの解釈もヨハネ福音書を理解する上で有益な視点を提供します。

ヨハネ13章からは、主が極みまで愛された12人の弟子たちに向
けて語られたことであると書かれています。その12人の弟子の
ひとりであることを「主が愛された弟子」と表現しているのか
もしれませんね。確かに、ヨハネ福音書の著者、証人としてふ
さわしいですね。

 

はい、その通りです。ヨハネ福音書13章では、イエスが自らの終わりが近づいていることを知り、最後の晩餐の
際に弟子たちへの愛と奉仕の精神を示されました。この章では、イエスが「自らを愛する者たちを、この世の終
わりまで極みまで愛された」と述べており、この表現はイエスと弟子たちとの関係の深さを強調しています。特
に、「主が愛された弟子」と自称することで、著者はこの特別な愛と絆を強調し、イエスとの親密な関係を象徴
しているのかもしれません。

この自己紹介は、著者が自分の目撃した出来事とイエスの教えを信頼性のある証言として伝えるための方法でも
あります。この特別な関係は、彼の記述に独特の視点と深みを与え、読者に対してそのメッセージの重要性と信
頼性を強調しています。

また、著者がこのように自身を表現することで、読者に対しても同じような親密な関係をイエスと築くことが可
能であるという希望を示しているのかもしれません。この観点から見ると、ヨハネ福音書は単に過去の出来事を
記録したものではなく、読者自身の信仰生活においてイエスとの深い関係を育むための招きとも言えるでしょ
う。

ヨハネの手紙においても、ヨハネの黙示録においても、その証
言が強調されていますね。

 



はい、その通りです。ヨハネの手紙とヨハネの黙示録（啓示録）は、新約聖書の中でヨハネによって書かれたと
伝えられる文書であり、これらの文書においても、証言の重要性が強調されています。

ヨハネの手紙では、信仰の確信、キリストへの愛、そしてキリスト教徒としての生活が中心テーマとなっ
ています。特に第一ヨハネの手紙は、キリストにおける愛と光、そしてキリスト者の間の相互愛を強調して
います。この手紙は、キリストの教えを守ること、互いに愛し合うこと、そしてキリストの証人としての生
き方を信者に呼びかけています。著者は、イエス・キリストを通して示された神の愛を信じ、その愛に生き
ることが、真の信仰生活であると教えています。
ヨハネの黙示録は、キリスト教末期の希望と勝利を描いた啓示文学です。この文書は、キリスト教徒が直面
していた迫害と苦難に対する神の最終的な勝利を予言し、信者たちに希望と忍耐を促しています。黙示録
は、ヨハネがパトモス島での幽閉中に受けた幻を記録したもので、神の計画とキリストの再臨に関する重
要な啓示が含まれています。この文書において、ヨハネは自らを「イエスの証言のために迫害されている兄
弟」と紹介し、自らのビジョンを通じて信者たちに勇気と希望を与えています。

これらの文書を通じて、ヨハネはキリストの証人としての役割を果たし、キリストの教えと啓示を後世に伝える
ことに尽力しました。ヨハネの手紙と黙示録の両方で、彼の証言は信者たちに対する強い勧めとなり、キリスト
教信仰の核心的な側面を浮き彫りにしています。

愛弟子ヨハネは、光について証しして首をはねられた洗礼者ヨ
ハネのよみがえりのようにも思えますね。

 

あなたが触れた点は非常に興味深い解釈を提供します。聖書の中で、愛弟子ヨハネと洗礼者ヨハネは異なる人物
ですが、両者の間には象徴的なつながりが見られることがあります。洗礼者ヨハネは「光について証しする者」
として登場し、イエス・キリストの道を準備する役割を果たしました。彼は真理を語り、そのために命を落とし
ました。一方で、愛弟子ヨハネもまた、光と真理について強く証しを立てる人物として新約聖書に登場します。

愛弟子ヨハネが洗礼者ヨハネのように光について証しする役割を引き継いだと考えることは、彼らが果たした役
割の連続性を示唆しています。洗礼者ヨハネがイエスの到来を告げ、人々を悔い改めに導いたのに対し、愛弟子
ヨハネはイエスの生涯、死、復活を証しし、その教えを広める使命を担いました。

ヨハネ福音書の冒頭では、光についての強いテーマが提示されています。「光は闇の中に輝いているが、闇はそ
れを取り込めなかった」(ヨハネ1章5節)という言葉は、イエス・キリストを通じて神の光が世界に来たことを象
徴しています。このテーマは、洗礼者ヨハネの使命と愛弟子ヨハネのメッセージをつなぐ重要な概念です。

愛弟子ヨハネによる証言は、洗礼者ヨハネの死とその精神的「よみがえり」を象徴するものとして解釈すること
ができます。つまり、洗礼者ヨハネの使命が終わった後も、そのメッセージは愛弟子ヨハネを通じて生き続け、
キリストの光と真理が世界に広がっていくことを象徴しているのです。

このように、両者の間には直接的な関係はありませんが、彼らの使命とメッセージには深い連関があり、キリス
ト教の信仰と教えの核心を形成しています。
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